
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― す い か

前半の「樹作り」に！
生育の後半にすいかで見られる萎れは、果実の肥大期に樹に大きな負担がかかる
ために起きます。着果期までに萎れに耐えられる樹作りを心がけてください。

栽 培 暦 アグリボEX 森 羅 ワ ン ポ イ ント

播 種

本葉展開 本葉展開後～

7日間隔3回
500倍 潅水散布 まずは健苗育成。

徒長を抑えて根張り良く！

定 植
定植前
または
定植後

1,000倍 どぶ漬け

2,000倍 株元潅水施用

いよいよ定植。「アグリボ」で
上手に活着させよう！

交配開始前
までに

10日間隔3回
1,000倍 葉面散布 根張り良く、がっちりした

樹作りで果実肥大に備える。

交配開始前～

2～3回
100坪当たり
50g 潅水施用

潅水設備が整っている場合は、
「森羅」の潅水施用が効果的！交配開始

摘 果

つるボケ対策！
つるボケは水分や窒素の過剰で発生します。つるボケ気味の
樹には、交配30～20日くらい前に、りん酸と加里の比率
の高い液肥と「森羅」との混用で、2回潅水してください。
摘芯などを行ない、勢いを抑えることも効果的です。

萎れ症状が出た時に！
まず「アグリボEX」1,000倍希釈液を
葉面散布し、続いて「森羅」を100坪
当り50gを潅水施用してください。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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